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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月16日(2017.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも50%のKHK-C阻害が0.1μg/mL～1000μg/mLの濃度で起こる、少なくともIC50
を示す植物抽出物を含む、ケトヘキソキナーゼ-C(KHK-C)活性を阻害するための組成物。
【請求項２】
　植物抽出物が、アンジェリカ、クラトキシルム、ミリカ、ソラレア、スクテラリア、カ
キノキ、アンドログラフィス、スイレン、クロロキシロン、オランダゼリ、クワ、プテリ
ス、フクギ及びリンゴからなる群から選択される属の植物から得られる、請求項1に記載
の組成物。
【請求項３】
　植物抽出物が、セイヨウトウキ、クラトキシルム・プルニフォリウム、シロヤマモモ、
オランダビユ、コガネバナ及びディオスピロス・アテヌアータ、センシンレン、ヨザキス
イレン、インドシュスボク、パセリ、トウグワ、ナチシダ、ガルシニア・マンゴスターナ
並びにセイヨウリンゴからなる群から選択される植物から得られる、請求項1又は2に記載
の組成物。
【請求項４】
　植物抽出物が、アンジェリカ、クラトキシルム、ミリカ、ソラレア、スクテラリア及び
カキノキからなる群から選択される属の植物から得られる、請求項1～3のいずれかに記載
の組成物。
【請求項５】
　植物抽出物が、セイヨウトウキ、クラトキシルム・プルニフォリウム、シロヤマモモ、
オランダビユ、コガネバナ及びディオスピロス・アテヌアータからなる群から選択される
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植物から得られる、請求項4に記載の組成物。
【請求項６】
　植物抽出物が、オストール、クラトキシアルボレノンE、ガンマ-マンゴスチン、オステ
ノール、ポリケチド型分子、4-ヒドロキシ-デリシン、イソババカルコン、メトキシイソ
ババカルコン、オロキシリンA、5,7-ジメトキシ-8-プレニルクマリン、アピゲニン7-グル
クロニド、3',4',5,7-トメトキシ3'-O-β-D-キシロピラノシド、スウィエテノクマリンB
、アピイン、ムルベリン、フラバスピド酸AB、マンゴスチン、フロレチン及びその組合せ
からなる群から選択される化合物を含む、請求項1～5のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　植物抽出物が、プレニル側鎖を有する化合物を含む、請求項1～6のいずれかに記載の組
成物。
【請求項８】
　組成物中の植物抽出物の量が、0.005重量パーセント～50重量パーセントである、請求
項1～7のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　経口摂取に適した形態である、請求項1～8のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　前記形態が、丸剤、錠剤、カプセル剤、カプレット剤、糖衣錠、散剤、液剤、ゲル剤、
シロップ剤、スラリー剤及び懸濁剤からなる群から選択される、請求項9に記載の組成物
。
【請求項１１】
　植物抽出物が、以下の官能基I、II又はIII
【化１】

の少なくとも1つを含む、請求項1～10のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　対象におけるKHK-C活性を阻害するための剤であって、0.1μg/mL～1000μg/mLの濃度で
少なくとも50%のKHK-C阻害を示す植物抽出物を含む、前記剤。
【請求項１３】
　糖への依存症、肥満又はメタボリックシンドロームの少なくとも1つを治療又は予防す
るための、請求項12に記載の剤。
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【請求項１４】
　糖、フルクトース、フルクトース含有糖類、炭水化物及びその組合せからなる群から選
択される少なくとも1つのメンバーに対する対象の欲求の低下をもたらすための、請求項1
2又は13に記載の剤。
【請求項１５】
　前糖尿病を治療又は予防するための、請求項12～14のいずれかに記載の剤。
【請求項１６】
　糖尿病を治療又は予防するための、請求項12～14のいずれかに記載の剤。
【請求項１７】
　インスリン耐性を治療又は予防するための、請求項12～14のいずれかに記載の剤。
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